国際関係会　IIR　OB・OG会　2022年度　総会　議案書　　
2022年6月18日

於：慶応義塾大学国際関係会　OB・OG会
オンライン開催ＮＥＴ交信
　
会員数　　1522名　（正会員　902名、　準（一般）会員　618名　（2022年6月17日現在）
定足数90（参加会員；メールによる連絡後日集計128名（議長へ一任を含む））
議長指名　　会長挨拶　
IIROBOG会の会員の皆さま
今年も総会の時期になりました。皆様におかれましてはご健勝のこととお喜び申し上げます。　　といっても新型コロナ感染症の第6波は終息しておらず、一旦感染者が減っても変異するとまた感染が増えるというイタチゴッコは当面終わりそうもありません。こうした状況ですので、今年も残念ですがオンライン形式で開催いたします。

新型コロナ終息も見えない中、2月24日に始まったロシアによるウクライナ侵攻。戦後均衡が保たれていたかのように見えた世界のパワーバランスはその脆弱性を露呈し続けています。本会の顧問、　法学部政治学科の細谷雄一教授が今年も基調講演を行ってくださいます。　　どうかお楽しみに。

IIROBOG会は昨年度、現役生の活動のアドバイスを行ったり、就活に関するセミナーを開いたりして、支援を行ってきました。　今年もOBOGと現役生が気軽に交流できる場をたくさん作ろうと思っております。　　OBOGの皆さんのご参加を心からお待ちしております。

尚、現役生の活動報告が後程ありますが、現在IIRは驚くほど部員が増え、活動プロジェクトも　　年々増えております。　オンライン環境の中で工夫をし、いろいろな工夫を凝らして国際交流をおこなっている実態についてご紹介いたしますので、　　　どうかお聞き下さい。

IIR　OB・OG会

会長　安倍宏行
【議案１】　2021年度活動報告　（岩田幹事長より報告）
【議案２】　2021年度　・会計報告・監査報告　（会計担当より報告、山本監査役報告、別添ファイル）
【議案３】　会長選任と新役員承認
【議案4】　2022年度　活動計画及び予算案　（会長より発表、2022年度予算案　別添ファイル　）
【現役報告】　ＩＩＲ現役活動報告・活動計画

【議案　１】　2021年度活動報告
（1） IIR　2021年度総会及び特別講演をオンラインで開催致しました。（　2021年6月19日（土））
安倍会長挨拶；
「OBOGの総会参加が少なく大変残念です。OBOG会により関心を持ってもらうためにも、現役学生との交流の機会を増やし、意見交換会を目的とした活動にしたいと思っています。
役員をやってくださる方を募っていきたいです。」
（２）IIRキャリ活セミナー2021（2021年6月26日（土））及び2022（2022年4月17日（日））
　　　 　IIR現役生（1～3年生中心）を対象に、就職活動が始まる前に、将来のキャリア選択について考えてもらうことを目的として、若手OBOGが中心となって、毎年企画・開催しています。　
今年2022年では、15人のＯＢＯＧが登壇し「キャリアについて」、そして自分の業界説明を行いました。33名の現役生が参加し、ネットワーキング広める機会を作りました。（本番画面収録あり）　
本年２回目の開催を10月に予定しております。
（３）「スタンフォード大学との再交流、SKIP 2021でのプログラム・プレゼンテーション・懇親会」　
　　　詳しくは学生報告をお聞きください。昨年度はオンライン開催で、プレゼンテーションや懇親会などのセレモニーは行わず、zoom越しに和食を一緒に作りゲームをして最終日を終えています。又３月に前年度同様miniSKIPとして、日米の教育をテーマに2日間の交流イベントを開催しています。
　　　SKIP2022は、過去二年と同様にオンラインでの開催になります。塾当局では、海外から学生を呼ぶのは難しいとの事で、対面開催は次年度以降となります。

（４）　SEEK講演会及びＩＩＲ現役新役員との懇親会
定例役員会後のOBOGとの交流促進を目的にしたSEEK講演会ですが、コロナ禍の為、2020に続いて中止となりました。　本年2022年度では三田キャンパス内で開催を予定し、準備していきます。
（５）　2021年度は定例役員会（テレカンでの開催）を計6回　行いました。
　　　2021年　2/6（土），3/6（土），4/17（土），5/16（日）、12/18（土）、2022年3/12（土）　
【議案２】　2021年度　会計報告・監査報告　　　　　　別紙　承認可決
【議案３】　会長選任と新役員承認
会長選任：　安倍宏行君・23期が会長重任の立候補を行い、役員全員により推挙されました。
OBOG会役員会のメンバーを増強する為、2022年度から新たに3名の役員に活動頂くことになりました。　
千代延勝利君　32期、七野紗綾君　54期、です。
重任の役員の方々は下記の通りです。（敬称略）　　担当役職については後日会長より指名委嘱されます。
肥田良夫・6期、亘理　泰・7期、中江隆耀・8期、吉田文一・9期、岩田紘行・13期（幹事長）、
14期　小川　博（副会長）、15期　山本　明　（監査役）、安倍宏行・23期（会長）、高須賀茂文・25期（副会長）、小田　聡28期、清水晃子28期、春原由之介・51期、小暮倫子・52期、老川創紫・59期、

新たに役員に加わって頂ける方、各部会・委員会にお力添え頂ける方を募集しております。
【議案4】　2022年度　活動計画及び予算案　（予算案　別添ファイル　）

　　　　　　別紙のシート「2022年度予算・案」をご参照下さい。
　　　事業企画案；
1 現役学生プログラムへの応援・支援活動（特に新規プロジェクトへの支援）
2 講演会　（OBOGによる経験談、元留学の経験談など）及び現役新役員との懇親会
3 キャリ活セミナー　（「ＯＢＯＧと語る会」として開催）　　　ほか
　　
　当総会の報告など活動内容、お知らせ　等は当OBOG会・ホームページに掲載致します。
現在、ホームページへの更新を行い活動の充実を図っております。　一度ご覧戴ければ幸いです。
http://www.iir.jp/　　
（慶応義塾大学・国際関係会ＯＢ・ＯＧ会で検索頂き、「稼働中のプロジェクト」の内にある
「総会・講演会（サロン）」の項から各年度の活動をご覧いただけます）
現在、正会員の方には会員向けNETメール配信のためにサークルスクエアーサービスに登録頂いております。　会員情報の収集及びその登録（更新）の為の　「web 管理者」を募集しています。

メールアドレス：　h-k-iwata@nifty.com 　岩田紘行 へご連絡お願い致します。
2025年にはIIR創立７０周年を迎えます。
本年３月に卒業したIIR部員はIIR　60期になり２０名が新会員として登録しました。　そして４月には　３００名余の学生が入部登録を行いました。この学生諸君はIIR７０期の所属になります。　そして、2025年４月には何らかの記念行事を開催出来ればと思っております。　
そのための準備を始める時期になりました。　
皆様の自主的なご参加と企画提案をお願い致します。　そして、「異文化に触れ、国際交流に貢献したい」という情熱を持ち、７０年という歴史を支えてきたことを実感して頂きたいと思っております。

全ての世代にわたるＯＢＯＧによるパネルデイスカッションや懸賞論文のコンペ、など創立５０周年記念では出来なかった企画などは大歓迎です。

いづれにしても「創立７０周年記念行事実行委員会」の立ち上げを提案致します。　　

皆様のご参加をお願いいたします。　「実行委員会」に参加・お力添え頂ける方を募集致します。
２０23年度総会は、2023年6月17日（第３土曜日）を予定しております。

各会員の皆様のメールアドレス登録（更新）をご確認戴きたくお願い申し上げます。
慶応義塾大学　国際関係会　IIR　OB・OG会・役員会
現役活動報告　2021年度及び2022年活動計画
2022年6月18日
慶應義塾大学福利厚生団体国際関係会
68期代表　　李　宣雨
日頃からお世話になっております。国際関係会代表を務めています法学部３年、68 期の李宣雨です。 

団体活動にあたっての基本的な方針や、団体として目指す方向性・二大理念は不変であり、新型コロナウイルスより崩れかけている体制を立て直しつつ、今の時代に合った新しい活動も積極的に取り組んでいます。これからも「国際交流を通して、世界中の学生と「国際親善・相互理解」を深め、共に成長する I.I.R.」という I.I.R.の精神を忘れず、部員一丸となって目指していきます。

［プロジェクト活動］ 現在の I.I.R.の中心活動として部員の 8 割程が所属し、プロジェクトごとに異なる目的・コンテンツを持ち、 様々な国や地域を交流先に設定し国際交流を行っています。ミーティングはオンラインでの実施が主となっていて、メンバー同士の企画、留学生との交流は活動申請を通して徐々に対面へと移行しています。

 ※以下、2022 年度 6 月時点でのプロジェクト活動となります。

〇SKIP：アメリカのスタンフォード生との国際交流イベントの企画・運営 

〇IW：2 月、8 月に世界中から集まる留学生と国際交流するプロジェクト。国際交流自体はラフなものが多く、初めての 人でも参加しやすい。 

〇P.A.L.：アジアを中心とした世界中の多種多様な学生との国際交流。また、リーダーシップにフォーカスしており、これを通して国際社会で活躍できる人材となることを目指す。 

〇LINK：カナダの学生との国際交流イベントの企画・運営 

〇AIM：インドネシアの国際団体「ISAFIS」との二団体間交流、またそれに向けた企画・運営 

〇NEXT：マニプル文化大学との交流イベントの企画・運営や国内で開催するイベントの企画 

〇FUN：「国際問題について考えるのは楽しいことを発信する」をテーマに、コンファレンス活動などを通して国際問題の入口を「楽しい」から切り開いていくことを目指す。 

〇KNOCK：韓国の学生と日韓関係に関するセンシティブな問題を討論し、自分達なリの結論を導く 

［定例全体会や他団体とのコラボレーション企画］ 
定例全体会である I Meeting(旧 きんみ)はキャンバスにて対面の活動に移行し、オンライン環境を活用し、外部団体や OBOG を含めた社会人の方、新たな留学生とも積極的に交流に取り組んでいます。 

［全体イベントや海外渡航プログラム］ 
新型コロナウイルスにより、合宿、全体合宿などのイベントや海外短期渡航プログラムは残念ながら 2021 年 度に続いて開催ができていません。 

［OBOG 方々への要望］ 
講演会等の企画においてご登壇やぜひ知人をご紹介していただきたいです。　　また、引き続き活動において積極的な助言や応援を何卒よろしくお願いいたします。

特別講演

講演者：　慶応義塾大学法学部政治学科細谷雄一教授（外交史、国際政治学）

テーマ：   ウクライナ戦争と国際秩序の動揺
Field

政治学、国際関係論、国際政治史（現代ヨーロッパなど）、イギリス外交史
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プロフィール：

ケンブリッジ大学訪問研究員、および、アジア・パシフィック・イニシアティブ研究主幹.

1971年8月　千葉県市川市に生まれる
1990年3月　  立教高校卒業
1990年4月　  立教大学法学部法学科入学
1992年10月-1993年1月　オランダ国立マーストリヒト大学（前リンブルグ大学）　ヨーロッパ研究センター留学
1994年3月　  立教大学法学部法学科卒業
1994年4月　  慶應義塾大学大学院法学研究科修士課程入学
1995年9月　  英国バーミンガム大学大学院国際関係学修士課程留学
1996年12月　英国バーミンガム大学大学院国際関係学修士号取得（MIS)
1997年3月　  慶應義塾大学大学院法学研究科修士課程修了（法学修士）
1997年4月　  慶應義塾大学大学院法学研究科博士課程入学
2000年3月　  慶應義塾大学大学院法学研究科政治学専攻博博士程修了（法学博士）
2000年4月　  北海道大学法学部専任講師就任
2002年4月　  敬愛大学国際学部専任講師就任
2004年4月～　慶應義塾大学法学部専任講師就任　
2006年4月～　慶應義塾大学法学部助教授
2009年～2010年　プリンストン大学客員研究員、パリ政治学院客員教授
2010年9月～　慶應義塾大学法学部教授就任　　　IIR顧問に就任　（現在に至る）　
主な著書に、『戦後国際秩序とイギリス外交』（サントリー学芸賞）、『倫理的な戦争』（読売・吉野作造賞）、『外交』、『国際秩序』、『安保論争』、『迷走するイギリス』、『戦後史の解放Ｉ　歴史認識とは何か』など。
2021年度会計報告及び2022年度予算案は承知されました。

細谷教授の講演は大変に好評で多くの人に感謝されました。
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